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林
野
庁
で
は
、
広
く
森
林
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
森
林
浴
や
自
然
観

察
等
に
適
し
た
国
有
林
を
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
と
し
て
選
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
特
に
景
観
の
優

れ
た
場
所
を
「
日
本
美
し
の
森 
お
薦
め

国
有
林
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
こ
れ

ら
の
中
か
ら
、
夏
に
お
薦
め
の
六
箇
所

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ゴ
ン
ド
ラ
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
乗
り

継
い
で
降
り
立
つ
と
、
標
高
一
、九
〇 

〇
㍍
に
位
置
す
る
国
内
有
数
の
高
層
湿

原
が
広
が
り
ま
す
。
園
内
に
は
約
五
・

五
㌔
㍍
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
咲

く
高
山
植
物
を
眺
め
な
が
ら
気
軽
に
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

【
中
信
森
林
管
理
署
】

　

森
林
浴
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、

三
〇
〇
年
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
の
大
樹
を

め
ぐ
る
八
つ
の
散
策
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
渓
流
沿
い
に
は
、
車
椅

子
で
も
散
策
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
鉄

道
に
乗
車
す
る
こ
と
も
で
き
、
夏
に
は

森
林
と
渓
流
か
ら
の
涼
や
か
な
風
と
景

色
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�

【
木
曽
森
林
管
理
署
】

高山植物の女王 コマクサ

ニッコウキスゲとワタスゲの咲く栂池湿原

「阿寺ブルー」と呼ばれる神秘的な色が続く阿寺渓谷

赤沢自然休養林内の散策コースと森林鉄道

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
森
へ
行
っ
て
み
よ
う

�

～
夏
の
お
薦
め
国
有
林
～

～
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
高
層
湿
原
～

　
　
栂つ

が
い
け池

湿
原
風
致
探
勝
林

�

（
長
野
県
小お

た
り谷

村
・
白は

く
ば馬

村
）

～
森
林
浴
発
祥
の
地
～

�

赤
沢
自
然
休
養
林（
長
野
県
上あ

げ
ま
つ松

町
）

～
神
秘
的
な
川
の
色
に
誘
わ
れ
て
～

�

阿あ
て
ら寺

風
致
探
勝
林（
長
野
県
大
桑
村
）

　

降
り
注
ぐ
陽
光
が
川
底
の
石
に
反
射

し
て
生
み
出
さ
れ
る
神
秘
的
な
色
合
い

は「
阿
寺
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
、
訪
れ
る

人
を
魅
了
し
ま
す
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
が
深
み
を
増
す
い
く
つ
も
の

「
淵
」の
透
明
度
は
そ
の
深
さ
を
忘
れ
る

ほ
ど
で
す
。
渓
谷
に
は
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
、
そ
の
途
中
に
あ
る
吊
り
橋
か
ら

も
渓
谷
美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。�【
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
】

❶❶❷❷
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中
部
局
管
内
の
お
薦
め

国
有
林
は
こ
ち
ら
→

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
り
一
気
に
標
高

二
、六
〇
〇
㍍
ま
で
登
る
と
、
目
の
前

に
千
畳
敷
カ
ー
ル
が
広
が
り
ま
す
。
夏

に
は
チ
ン
グ
ル
マ
や
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

な
ど
多
く
の
高
山
植
物
が
咲
く
お
花
畑

と
な
り
ま
す
。
カ
ー
ル
内
は
四
十
～

五
十
分
で
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
稜
線
ま
で
足
を
延
ば
す
と
、
曇
っ

た
日
に
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。【
南
信
森
林
管
理
署
】

・�

森
林
散
策
な
ど
は
、
自
己
責
任
が
原

則
と
な
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に

は
、
歩
き
や
す
い
服
装
や
靴
を
身
に

着
け
、
天
候
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・�

樹
木
を
傷
つ
け
た
り
、
植
物
を
持
ち

出
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

標
高
二
、〇
〇
〇
㍍
に
位
置
す
る
池

の
平
湿
原
は
、
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
周
辺
は
太

平
洋
気
候
と
日
本
海
気
候
が
入
り
混
じ

る
地
帯
の
た
め
、
低
山
の
植
物
か
ら
高

山
帯
の
植
物
ま
で
多
く
の
種
類
の
花
が

咲
く「
花
高
原
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
湿
原
内
の
鏡
池
へ
は
、
池

の
平
駐
車
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

十
五
分（
約
九
〇
〇
㍍
）で
到
着
で
き
ま

す
。�

【
東
信
森
林
管
理
署
】

青空とのコントラストが美しい千畳敷カール

湿原の散策者を出迎えるように立つカツラの巨木群

池の平湿原内にある鏡池

ライチョウに出会った際はそっと見守ってください

～
氷
河
が
作
っ
た
千
畳
敷
カ
ー
ル
へ
～

　
　
駒
ヶ
岳
風
致
探
勝
林

�
（
長
野
県
駒こ

ま
が
ね

ヶ
根
市
・
宮み

や
だ田
村
）

安
全
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に

～
高
層
湿
原
の
風
に
涼
を
感
じ
る
～

　
　
湯
の
丸
・
高
峰
自
然
休
養
林

�

（
長
野
県
東と

う
み御
市
・
小こ

も
ろ諸
市
）

～
高
層
湿
原
で
巨
木
に
出
会
う
～

�

天あ
も
う生
自
然
観
察
教
育
林（
岐
阜
県
飛
騨
市
）

　

標
高
一
、四
〇
〇
㍍
に
広
が
る
面
積

約
三
㌶
の
天
生
湿
原
は
、
希
少
な
ホ
ロ

ム
イ
ソ
ウ
が
自
生
す
る
ほ
か
、
八
月
に

は
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
や
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
な

ど
が
咲
き
ま
す
。
付
近
を
通
る
歩
道
に

は「
カ
ツ
ラ
門
」と
呼
ば
れ
る
カ
ツ
ラ
の

巨
木
群
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ほ

か
、
ブ
ナ
の
巨
木
も
見
ら
れ
ま
す
。

�

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

※
表
紙
及
び
三
ペ
ー
ジ
関
連
記
事

❷❷



第 245号 令和６年８月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

と
し
て
は
日
本
に
お
け
る
分
布
の
南
限

に
あ
た
り
、
県
の
天
然
記
念
物
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
生
湿
原
と
同

様
に
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

湿
地
の
掘
り
返
し
や
採
食
の
被
害
が
拡

大
し
た
た
め
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
関
係

者
が
協
力
し
て
毎
年
電
気
柵
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
箇
所
は
岐
阜
大
学
応
用

生
物
科
学
部
の
安
藤
准
教
授
を
中
心

に
、
被
害
を
受
け
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群

生
地
の
回
復
に
向
け
た
観
察
と
、
人
工

移
植
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
作

い
ま
す
。
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
な
ど
、
湿
原
を
代
表
す
る
植
物

が
春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
観
察
で
き
る

こ
と
に
加
え
、
世
界
遺
産
白
川
郷
に
近

い
こ
と
か
ら
、
近
年
、
訪
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
一
方
、
最
近
は
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
掘
り
返
し
な
ど
が
目
立
つ
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
毎
年
こ

の
時
期
に
電
気
柵
を
設
置
し
被
害
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
雨
が
降
る
生
憎
の
天
候
で

し
た
が
、
参
加
者
は
濡
れ
て
滑
り
や
す

く
な
っ
た
斜
面
で
足
元
に
注
意
し
な
が

ら
懸
命
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
午
後
に
は
天
候
も
回
復
、
太
陽
に

照
ら
さ
れ
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
新
緑

と
、
見
頃
を
迎
え
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
に

囲
ま
れ
る
中
で
作
業
は
順
調
に
進
み
、

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
設
置
作
業
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
九
日
に
は
高た

か
や
ま山
市

荘し
ょ
う
か
わ川
町
の
山や
ま
な
か
や
ま

中
山
国
有
林
の
山
中
峠

（
標
高
一
、三
七
五
㍍
）
付
近
に
広
が
る

約
二
㌶
の
湿
原
に
お
い
て
も
、
高
山
市

及
び
地
域
の
有
志
や
岐
阜
大
学
の
学
生

等
と
と
も
に
電
気
柵
の
設
置
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
、
自
生
地

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

五
月
二
十
日
、
飛ひ

だ騨
市し

河か
わ
い
ち
ょ
う

合
町
の

天あ
も
う生
国
有
林
内
に
所
在
す
る
天
生
湿
原

に
お
い
て
、
獣
害
対
策
用
の
電
気
柵
設

置
作
業
を
、
飛
騨
市
及
び
天
生
県
立
自

然
公
園
協
議
会
と
共
同
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

天
生
湿
原
は
標
高
約
一
、四
〇
〇
㍍

に
広
が
る
約
三
㌶
の
高
層
湿
原
で
、
湿

原
の
周
囲
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

「
天
生
自
然
観
察
教
育
林
」に
設
定
し
て

業
終
了
後
は
、
大
学
生
と
と
も
に
移
植

し
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
観
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

安
藤
准
教
授
か
ら
、
地
元
小
学
生
が

種
か
ら
育
て
、
当
地
に
移
植
し
た
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
開
花
が
今
年
初
め
て
確
認

さ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
取
り
組
み

の
成
果
を
目
に
み
え
る
形
で
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
両
湿
原
を
は
じ
め
と
し

て
、希
少
植
生
な
ど
の
保
護
に
向
け
て
、

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

植
生
維
持
と
回
復
を
目
指
し
、

　

二
つ
の
湿
原
に
獣
害
対
策
の

�

電
気
柵
を
設
置

天生湿原で雨の中設置作業を行う参加者

作業時に見ごろを迎えた天生湿原のミズバショウ

山中峠の湿原で設置作業を行う学生と地元有志

❸❸❹❹
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【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

梅
雨
空
と
な
っ
た
七
月
十
日
、「
八

島
高
原
を
美
し
く
す
る
会
」
の
主
催
に

よ
る
、
外
来
植
物
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
除

去
活
動
が
、
下し

も
す
わ
諏
訪
町
内
東ひ
が
し
ま
た俣
国
有

林
の
八
島
ヶ
原
湿
原
で
行
わ
れ
、
下
諏

訪
町
や
長
野
県
関
係
者
、
当
署
職
員
な

ど
、総
勢
約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
は
繁
殖
力
が
非
常
に

強
く
、
在
来
植
物
の
生
育
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
外
来

生
物
法
の
要
注
意
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
除
去
作
業
に
先
立
ち
、

下
諏
訪
町
よ
り
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
花
の

構
造
や
除
去
の
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
湿
原
の
木
道

沿
い
や
駐
車
場
周
辺
で
成
長
し
た
ヒ
メ

ジ
ョ
オ
ン
を
除
去
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
花
や
つ
ぼ
み
の
状
態
の

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
を
見
つ
け
る
と
、
は
さ

み
等
で
根
本
付
近
か
ら
切
断
し
、
拡
散

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
袋
に
入
れ
て
い

き
ま
し
た
。
回
収
し
た
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

は
堆
肥
化
し
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

事
務
局
の
下
諏
訪
町
に
よ
る
と
、
毎

年
の
除
去
活
動
に
よ
り
、
以
前
よ
り
ヒ

メ
ジ
ョ
オ
ン
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
き

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
完
全
に
除
去
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

八
島
ヶ
原
湿
原
の
貴
重
な
自
然
を
守

る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
関
係
者
と
連

携
し
、
外
来
植
物
除
去
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
日
、
長
野
県
王お

う
た
き滝
村む
ら
の
御
嶽

山
王
滝
口
登
山
道
に
お
い
て
毎
年
恒
例

の
登
山
道
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
二
十
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
整
備
は
、
王
滝
口
か
ら
王
滝
頂

上
、
剣け

ん
が
み
ね

ヶ
峰
ま
で
の
入
山
規
制
緩
和
に

向
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
整
備
に

は
地
元
企
業
や
山
の
関
係
者
か
ら
な
る

木
曽
御
嶽
奉
仕
会
の
会
員
を
は
じ
め
、

県
、
村
、
当
署
職
員
な
ど
約
九
十
名
が

参
加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

登
山
道
入
口
に
あ
た
る
田
の
原
駐
車

場
付
近
で
は
、
排
水
溝
に
た
ま
っ
た
砂

泥
の
除
去
作
業
や
登
山
道
脇
に
あ
る
笹

や
雑
草
の
刈
払
い
が
、
九
合
目
か
ら

剣
ヶ
峰
に
か
け
て
は
、
登
山
道
脇
の
安

全
ロ
ー
プ
の
張
り
直
し
や
案
内
看
板
の

設
置
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

登
山
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
王
滝

村
の
非
常
用
無
線
の
試
験
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
御
嶽
山
に
来
た

の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
景
色
も
よ
く

楽
し
み
な
が
ら
清
掃
や
整
備
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
、
木
曽
町
三み

た
け岳

の

黒く
ろ
さ
わ
ぐ
ち

沢
口
登
山
道
に
お
い
て
も
、
約
四
十

名
が
参
加
し
、
同
様
の
登
山
道
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
嶽
山
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
独
立
峰
と
し
て
は
富
士

山
に
次
ぐ
高
さ（
三
、〇
六
七
㍍
）で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
登
山
の
際
に
は
、
最
新
の
火

山
観
測
デ
ー
タ
や
立
入
規
制
情
報
等
を

確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

御お
ん
た
け嶽
山さ

ん

開
山
に
向
け
た

�

登
山
道
整
備
を
実
施

八
島
ヶ
原
湿
原
で

�

外
来
植
物
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
を
除
去

剣ヶ峰付近での作業の様子

八島ヶ原湿原でのヒメジョオン除去活動に参加する関係者

❹❹
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【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、

�

岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

六
月
二
十
五
日
、
岐
阜
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
二
年

の
、
学
生
十
五
名
が
、
岐
阜
署
管
内
の

乗の
り

政ま
さ

及
び
小お
が
わ川
長な
が
ほ
ら洞
国
有
林
で
現
地
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

樹
齢
が
一
〇
〇
年
を
超
え
る
乗
政
国

有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
長
伐
期
施
業
林
」
で

は
、
八
年
前
の
平
成
二
十
八
年
に
間
伐

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
学
生
達
は
間
伐

後
の
地
表
の
植
生
や
枝
の
広
が
り
方
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
今
後
の
施
業
方
法

を
検
討
し
、「
部
分
的
に
立
木
密
度
の

高
い
箇
所
が
あ
る
の
で
間
伐
を
行
う
」

「
一
三
〇
年
生
ま
で
待
っ
て
皆
伐
を
行

う
。
そ
の
後
の
植
栽
は
、
木
材
需
給
も

考
慮
し
て
ヒ
ノ
キ
以
外
の
植
栽
樹
種
も

検
討
す
る
」
等
の
実
践
的
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

異
な
る
間
伐
率
の
試
験
地
が
配
置
さ

れ
た
小
川
長
洞
国
有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
間

伐
展
示
林
」
で
は
、
間
伐
の
効
果
や
プ

ロ
ッ
ト
毎
の
成
長
の
優
劣
や
木
の
混
み

具
合
、今
後
の
伐
採
方
法
等
に
つ
い
て
、

専
攻
分
野
に
応
じ
た
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、当
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

伐
採
し
た
木
の
年
輪
調
査
に
よ
る
間
伐

後
の
成
長
の
違
い
に
関
す
る
研
究
成
果

や
、
現
在
は
木
が
混
み
合
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
た
め
間
伐
が
必
要
に
な
る

こ
と
な
ど
、
今
後
の
施
業
方
針
を
説
明

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
民
有
林
で
は
あ

ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
コ
ウ
ヤ
マ

キ
等
の
温
帯
性
針
葉
樹
の
天
然
林
を
見

学
し
、
実
習
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
等
か
ら
の
要
請
に
応

じ
、
技
術
支
援
や
情
報
提
供
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

�

国
有
林
実
習
で
展
示
林
等
を
案
内

ヒノキ間伐展示林で検討を行う森林文化アカデミーの学生達（小川長洞国有林）

ヒノキ長伐期施業林の見学状況（乗政国有林）

❺❺❻❻
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【
名
古
屋
事
務
所
】

　

七
月
九
日
、
事
務
所
に
隣
接
す
る
名

古
屋
学
院
大
学
で
社
会
学
を
学
ぶ
二
年

生
十
二
名
が
、
当
所
併
設
の
「
熱あ

つ
た田

白し
ろ
と
り鳥
の
歴
史
館
」に
来
館
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
大
学
の
白
鳥
キ
ャ
ン
パ

ス
を
含
む
一
帯
は
江
戸
時
代
か
ら
貯
木

場
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
後
、
木

曽
地
域
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
が
木
曽
川

を
使
っ
て
運
び
出
さ
れ
る
様
子
な
ど
の

ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、
水
中
貯
木
を
行
う
メ

リ
ッ
ト
、
木
曽
で
林
業
が
発
展
し
た
理

由
、
木
造
建
築
の
耐
久
性
等
、
予
定
時

間
を
超
え
て
熱
心
に
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、
林
業
や
木
材
産
業
に
対
す
る
関

心
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
二
日
に
は
、（
公
財
）

徳
川
黎
明
会
に
所
属
す
る
徳
川
林
政
史

研
究
所
の
職
員
と
研
究
生
が
歴
史
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
木
材
取
引
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
白
鳥
貯
木
場
は
尾
張
徳
川
藩
と

関
わ
り
が
深
く
、
同
藩
藩
領
で
あ
っ
た

木
曽
地
域
の
林
業
や
、
名
古
屋
城
築
城

の
際
に
造
ら
れ
た
堀
川
な
ど
の
歴
史
と

あ
わ
せ
て
当
所
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
堀
川
と
貯
木
場
を
繋
ぐ
中な
か
す
い
も
ん

水
門
、

太た
ゆ
う夫

堀ほ
り

を
見
学
し
ま
し
た
。

【
技
術
普
及
課
】

　

七
月
八
日
、
長
野
県
千
曲
市
の
「
大

池
自
然
の
家
」
に
お
い
て
、
同
市
立
五

加
小
学
校
五
年
生
の
児
童
六
十
名
を
対

象
に
、
木
工
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
体
験
学
習
授
業
の
一
環
と
し

て
、
野
外
活
動
で
森
に
つ
い
て
学
び
、

木
材
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
た
い
と

い
う
小
学
校
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
中

部
森
林
管
理
局
が
協
力
し
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
国
有
林
や
国
産
材
利
用

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
ク

ラ
ス
ご
と
に「
端
材
ク
ラ
フ
ト
」と「
イ

ス
作
り
」
を
交
替
で
実
施
し
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
で
は
、「
森
づ
く
り
の
途
中

で
伐
採
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
る
木
材
を
、

み
ん
な
が
使
う
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
プ
の

思
い
出
に
な
る
作
品
に
変
身
さ
せ
よ

う
」
と
伝
え
る
と
、
思
い
思
い
に
製
作

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

イ
ス
作
り
で
は
、
材
料
が
国
産
の
ス

ギ
材
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、「
な
ぜ

伐
っ
た
後
に
ま
た
木
を
植
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
？
」と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、

「
森
林
は
生
き
物
の
す
み
か
だ
か
ら
」、

「
山
が
崩
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
」
と

い
っ
た
声
が
次
々
に
あ
が
り
、
森
林
の

多
面
的
機
能
へ
の
理
解
が
子
ど
も
た
ち

に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
子
ど
も
た
ち

は
、
板
が
浮
か
な
い
よ
う
小
さ
な
手
で

押
さ
え
な
が
ら
ネ
ジ
を
一
生
懸
命
に
締

め
、
完
成
後
は
嬉
し
そ
う
に
座
り
心
地

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
や
森
林
教
室
、

木
工
製
作
な
ど
の
様
々
な
機
会
を
捉
え

て
、
多
く
の
方
々
に
森
林
づ
く
り
や
木

材
利
用
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
た
め
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
、
木
材
産
業
の
歴
史
を
学
ぶ

千ち

く

ま曲
市
立
五ご

加か

小
学
校
五
年
生
が

�
端は

ざ

い材
ク
ラ
フ
ト
と
イ
ス
作
り
を
体
験

キャンプの思い出となる作品を製作する子どもたち

白鳥貯木場について説明を受ける学生

中水門を見学する徳川林政史研究所の研究生

❻❻
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習
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
地
元
に
い
な
が
ら
、

こ
ん
な
奥
山
へ
は
初
め
て
入
っ
た
。
素

晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た
」「
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
沢
山
学
べ
た
」
な
ど
多

く
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
整
備
し
た
歩
道
は
、
八
月
四
日

に
中
津
川
市
、
恵
那
農
林
事
務
所
、
東

濃
森
林
管
理
署
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ

る
山
の
日
イ
ベ
ン
ト
「
な
か
つ
が
わ
山

の
日
サ
ン
デ
ー
」
を
皮
切
り
に
、
今
後

多
く
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

七
月
十
一
日
、
当
署
管
内
の
加か

し

も
子
母

裏う
ら

木き

そ曽
国
有
林（
中
津
川
市
加
子
母
）に

お
い
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
」「
裏
木
曽

古こ

じ事
の
森も
り

育
成
協
議
会
」
の
呼
び
か
け

に
よ
る
初
代
大
ヒ
ノ
キ
歩
道
整
備
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、

恵
那
県
事
務
所
、
中
津
川
市
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
区
長
会
な
ど
か
ら
総
勢

三
十
五
名
が
参
集
し
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

見
学
コ
ー
ス
の
歩
道
は
六
十
年
以
上

前
に
作
ら
れ
、
総
延
長
一
、一
〇
〇
㍍

に
及
び
ま
す
が
、
幸
い
に
も
歩
道
自
体

に
大
き
な
損
傷
等
は
見
ら
れ
ず
、
作
業

は
主
に
コ
ー
ス
案
内
看
板
の
設
置
と
、

朽
ち
た
丸
太
橋
の
架
け
替
え
、
転
石
の

除
去
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
六
班

に
分
か
れ
、
各
担
当
区
域
で
手
際
よ
く

作
業
し
、
午
前
中
に
整
備
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
当
署
の
会
議
室
へ
場
所
を
移

し
、初
代
大
ヒ
ノ
キ
に
係
る
今
昔
物
語
、

大
ヒ
ノ
キ
ま
で
の
道
中
の
見
ど
こ
ろ

や
、
こ
の
地
域
の
森
林
・
林
業
の
歴
史

に
関
す
る
解
説
な
ど
を
行
い
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
に
、
中
津
川
市
加
子
母
・

付つ
け
ち知
地
区
の
新
た
な
魅
力
の
発
信
者
と

な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
学

初
代
大
ヒ
ノ
キ
歩
道
甦よ

み
が
える

�
～
見
学
コ
ー
ス
整
備
完
成
！
～新しい説明看板を設置する様子

丸太橋架け替えの様子

会議室での学習会の様子

〈初代大ヒノキ〉
　江戸時代後期、焼失した江戸城再建のために
幕府から派遣された役人により「ご神木」とされ
た木曽山随一の大檜が由来とされています。昭
和９年の室戸台風で折れてしまい、昭和29年に
学術参考のため伐採されました。切り株の直径
は約2.2ｍ、断面は畳3畳ほどの広さがあります。

東濃森林管理署の初代大ヒノキ（切り株）と二代目大ヒノキ

〈二代目大ヒノキ〉
　初代大ヒノキと肩をならべるような巨木は簡
単には見つからず、昭和56年にようやく発見さ
れました。樹齢は推定1,000年、幹回り4.84ｍ、
高さ26ｍとされています。発見されたのは、偶
然にも、初代大ヒノキと谷をはさんで向かい側
のほぼ同じ標高の場所でした。

❼❼❽❽


